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   A 49-year-old female visited our hospital because of bloody discharge from the urethra. On 
examination, an elastic-soft mass was palpable beneath the anterior vaginal wall. The vaginal 
mucosa was intact. Cystourethroscopy demonstrated neither tumor nor diverticular orifice. Patho-
logical specimen obtained by needle biopsy revealed clear cell adenocarcinoma. The patient under-
went anterior palvic exenteration and modified Kock pouch urinary diversion. The microscopic 
appearance suggested that the tumor arose from the paraurethral duct. Stains for prostatic specific 
antigen and prostate specific acid phosphatase were negative. 
   Forty cases of clear cell adenocarcinoma of the female urethra reported in the literature were 
reviewed. 
                                                (Acta Urol. Jpn. 39: 965-969, 1993) 

















ため,尿道腫瘍 の疑いで 同年5月12日当科紹介 され
た.
入院時現症:体 格栄養中等度.貧 血,黄 疸なく胸腹
部にあきらかな異常を認めず.触 診上全身の表在 リン
パ節腫脹を認めなかった.


















熟叢魂 滋 抑 幽










































と きの腫 瘤 の圧 迫 で は 外 尿道 口か ら分 泌 物 は 認 め な か
った.腔 粘膜,子 宮 頸 部 に は異 常 を 認 め な か った.
入 院時 血 液 検 査 所 見:血 液 一 般,血 液 生 化 学検 査 で
異 常 値 を 認 め ず.ferritinが140.3ng/ml(基準 値






理学,X線 検査所見:胸 部X線 で異常を認 めず,
DIPで上部尿路に異常を認めないが膀胱像で膀胱底
の挙上がみられた.経腹的超音波検査では内部やや不
均一の充実性 の腫瘍を認 め,CT検 査 では周囲 が
































病理組織検査:管 状,乳 頭状 の増生形態を基本と
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speci丘cacidphosphatase(PSAP)染色 で は いず れ
も陰 性 であ った.
患 老 は術 後 経 過 良 好 で 同年7月21日 退 院 し,術 後11























女 子 尿 道 に 発生 した と され るclearcelladenocar-
cinomaは1973年にKonnaki)がmesonephric
carcinoma'として報 告 して 以 来,1989年にJacob-
son16)らが 男性(1例),膀 胱 発生 例(1例)を 含 む
27例に つ き報 告 して い るが,そ のな か の 女 子尿 道 原 発
と され た もの にわ れ わ れ の 調 べ えた 症 例 を 加 え る と,
内外 文 献 上40例1・3-18)を数 え るに す ぎな い.自 験 例 を
含む41例に つ い てみ る と(Table),年齢 は27歳か ら85
歳 でそ の平 均 は56歳,う ち50歳台,60歳台 で26例(62
%)を 数 え,そ の年 齢 分 布 に お い て女 子 尿 道 悪性 腫 瘍
と特 に 差 異 は み られ ない よ うで あ った.主 訴 は 血 尿,
膀 胱 刺 激 症 状,排 尿 困難 な どで あ る が記 載 のあ ぎ らか
な症 例 に お い て約3分 の1が 症 状 出現 か ら診 断 まで に
1年か ら3年 を要 して お り,や や遅 れ る傾 向が み うけ
られ た.病 理 組 織 検 査 に おい て そ の 原発 部位 を 憩 室 と
した もの が12例 に み られ た.clcarcelladcnocarci-
nomaは淡 明な 胞 体 を もつ 腫 瘍 細 胞 か らな り,そ の構
築 は 充実 性,管 状,嚢 胞状 お よび 乳 頭 状 構 造 を しめ
し,特 有 なhobnailtypeの上 皮 配 列 が み られ る のが
特 徴 とされ て い る.こ れ らの所 見 は 卵 巣,子 宮 頸 部,
腔 壁 に 発生 す るclearce11adenocarcinomaに酷 似
して い る.
そ の 組織 発 生 母 地 に お い ては 諸 説 が あ り,初 期 の報
告 例 で はmesonephric(Wolffian)duct由来 と さ
れ,Tanabe4)らはそ の電 顕 像 に お い てmicrofila-
mentを もつ 細長 いmicrovilliをみ い だ し女 性 生 殖
器 系 のclearcelladenocarcinomaのMuellerian
duct由来 と区 別 しWolffianduct由来 と主 張 してい
る.逆 にPcven9)や畠10)らは 同 じ く電 顕 像 に お い て
太 く短 いmicrovilliをみ い だ し,そ れ らが 女性 生殖
器系 のclearcelladenocarcinomaと類 似 し て い る
点,ま たWolffianductより発 生 す る腫 瘍 は 一般 的
に正 中線 上 に 発 生 せ ず,子 宮 間 膜 や膣 の側 壁 深 部 に発
生 す る こ と,ま た 尿 道 の憩 室 か ら発生 した と報 告 され
た症 例 が多 く,そ の一 部 がMuellerianductから形
成 され る と され る尿 道後 壁 の形 成 異 常 が考 え られ る こ
と,な どか らMuellerianduct由来 と結 論 して い る.
しか しな が ら最 近,Spenceri7)らはMuellerianduct
由来 で あ るな らば腔 粘 膜 に病 変 が あ るは ず,と し,上
記 い ず れ の説 も否 定 し,彼 らの経 験 した 症 例 がPSA,
968 泌尿派己要39巻10号1993年
TableClearcelladenocarcinomaofthefemaleurethra



































































































































































































PSAPで 染 ま り,同II寺に 正常 の女 性 のparaurethral
ductが男 性 に お け る前 立 腺 と の相 同 でPSA,PSAP
で染 色 され る こ と か らparaurethra置ductからの 発
生 で あ る と結 論 して い る.わ れ わ れ の症 例 ではPSA,
PSAPで 染 色 され ず 積 極 的 に こ の 説 を 支 持 す る もの
では な い が,尿 道 の 内腔 に 突 出す る部 分 に お い て 付 属
腺 の 開 「]部を通 って 突 出 して い る よ うに み え る 部分 が





























49歳女 性 の 尿 道 に発 生 したclearcelladenocarci-
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